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人口6，133人（一1）

　男　　2，966人（一2）

　女3，167人（＋1＞

世帯数し745戸（一1）

63年9月1日の現在ノ＼臼

　　　く　　’：ま女寸序1月上ヒ

6i％o

救急のと：創8……
　9月9日は「救急の日」でしたが、東郷町では＼9

月6日町中央公民館で＼救急医療講習会が開催されま
した。

　当□は、日向消防署から職員3名を講師として招き、

町内の消防団幹部や町赤十字奉仕団の皆さんら約60名

が出席しました。

　　み
骨と肉のすきをぬすみて浸みもいる
　　　　　この秋．の風　しじにロ欠くかな
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日ごイ示［163年ユ〔ヌ　∫」　一～ナ 2）、
つ

こ“、
つ

と報町

し
め
や
か
に

故
小
野

弘
氏

康
郷
町
臼
剛
胆

　
東
郷
町
名
誉
町
民
・
故
小
野
弘
さ

ん
（
七
月
三
十
日
死
去
・
七
十
七
歳
）

の
東
郷
町
告
別
式
が
、
九
月
三
日
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
町
中
央
公
民
館

で
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
三
百
名

が
参
列
し
、
小
野
さ
ん
の
生
前
の
功

績
を
偲
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
の
初
め
に
叙
位
「
従
五

位
」
が
知
事
か
ら
遺
族
に
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
の
中
央
に
は
、
菊
の
花
に
囲

ま
れ
た
遺
影
が
置
か
れ
、
町
長
の
式

辞
に
続
き
、
県
知
事
、
県
議
会
議
長
、

町
議
会
議
長
ら
の
弔
辞
が
述
べ
ら
れ

た
あ
と
、
参
列
者
が
次
々
に
献
花
を

行
な
い
故
人
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
故
小
野
弘
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
一

年
三
月
東
郷
村
助
役
に
就
任
以
来
昭

＜
式
辞
を
述
べ
る
高
森
町
長

和
五
十
年
四
月
ま
で
の
二
十
五
年
間
、

村
長
、
町
長
、
県
議
会
議
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
四

十
五
年
十
月
か
ら
は
町
森
林
組
合
長
、

五
十
三
年
か
ら
県
森
林
組
合
連
合
会

会
長
を
歴
任
さ
れ
、
本
県
の
林
業
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

郷
土
が
生
ん
だ
歌
人
若
山
牧
水
の
偉

業
を
顕
彰
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
六

年
に
若
山
牧
水
顕
彰
会
を
結
成
、
自

ら
そ
の
会
長
に
就
任
し
、
「
牧
水
祭
」

の
開
催
、
生
家
の
買
収
、
記
念
館
の

建
設
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
ま
た
、
自
ら
も
歌
を
た
し
な
み
約

百
首
に
及
ぶ
歌
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
に
東
郷
町
名
誉
町

民
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
地
方

自
治
功
労
で
、
昭
和
五
十
六
年
に
手

動…

@（

ｮ…

l
等
瑞
｛
玉
立
早
）
　
タ
ニ
党
立
早
、
　
こ

の
度
、
従
五
位
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。

故
人
の
作
品
か
ら

酒
く
み
て

　
語
る
友
ほ
し
　
初
春
の

ゆ
う
べ
雪
降
る

　
　
　
　
　
山
里
の
家

訓
圏
恩
騨
脚
鯉
餉
圓
脚
闘
鯉
圓
鯛
脚
闘
圏
図
闘
脚
”
”
岡
匿
開
脚
図
四
飼
図
●
噛
圏
図
闘
脚
陶
齢
貿
脚
h
劉
髄
閃
鯛
図
鯛
山
脚
h
國
”
”
睡
”
圓
眸
脚
”
圓
図
”
唖
聾
闘
圏
髄
”
脚
”
h
脚
図
開
鯛
k
岡
闘
餌
闘
圏
髄
”
闘
”
”
國
口
開
睡

原
子
爆
弾
被
爆
者
健
康
診
断

　
本
県
で
は
、
被
爆
者
健
康
手
帳
及

び
健
康
診
断
受
診
者
証
を
お
持
ち
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
昭
和
六
十
三

年
度
第
二
回
健
康
診
断
を
、
昭
和
六

十
三
年
十
月
］
日
か
ら
十
月
三
十
一

日
ま
で
の
期
間
中
に
各
保
健
所
に
お

い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
受
診
料
は
無
料
で
す
の
で
、
も
れ

な
く
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
な
お
、
健
康
診
断
日
は
、
各
保
健

所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
居
住

地
を
管
轄
す
る
保
健
所
に
あ
ら
か
じ

め
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
書
士
が
無
料
相
談
実
施

　
宮
崎
県
行
政
書
士
会
（
会
長
佐
藤

孝
、
会
員
五
五
七
名
）
の
呼
び
か
け

で
、
来
る
十
月
】
日
（
法
の
日
）
か

ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
、
県
内
一
斉

に
「
行
政
手
続
無
料
相
談
」
が
、
各

行
政
書
士
事
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
相
談
は
、
上
部
組
織
で
あ
る

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
が
毎
年
全

国
的
に
実
施
し
て
い
る
「
許
認
可
手

続
無
料
相
談
・
に
せ
行
政
書
士
排
除

月
間
」
（
十
月
一
日
か
ら
三
十
「
日
）

の
「
つ
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
．
、

○

・
つこ“、

つ
と報町引　昭和63年101」．号

牧

水
祭

　　

@
牧
水
の
遺
徳
を
た
た
え

　
郷
土
が
生
ん
だ
旅
の
歌
入
・
若
山

牧
水
の
命
日
に
あ
た
る
九
月
十
七
日
、

「
牧
水
祭
一
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
牧
水
祭
は
、
牧
水
顕
彰
会
が

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
当
日
は

町
内
外
か
ら
約
二
百
名
が
参
加
し
、

▲坪谷中生徒による献酒
午
前
十
時
か
ら
牧
水
生
家
裏
山
に
あ

る
歌
碑
前
で
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
神
事
の
あ
と
、
町
の
東
村
吉
市
収

入
役
が
「
ふ
る
さ
と
の
…
…
」
と
歌

碑
の
歌
を
朗
詠
す
る
中
、
み
こ
姿
の

坪
谷
中
二
年
生
田
口
和
枝
さ
ん
と
大

塚
香
織
さ
ん
の
二
人
が
、
歌
碑
に

酒
を
注
ぎ
牧
水
の
遺
徳
を
た
た
え
ま

し
た
。

　
ま
た
、
坪
谷
中
生
徒
が
牧
水
の
歌

二
首
を
合
唱
し
た
後
、
訪
れ
た
方
々

も
、
め
い
め
い
歌
碑
に
酒
を
注
ぎ
、

牧
水
の
あ
り
し
日
を
偲
ん
で
い
ま
し

た
。　

十
一
時
か
ら
は
、
会
場
を
坪
谷
中

体
育
館
に
移
し
て
、
短
歌
入
選
者
の

表
彰
に
続
き
、
沼
津
若
山
牧
水
記
念

館
副
館
長
の
上
田
治
史
氏
に
よ
る
講

演
「
沼
津
と
牧
水
」
が
行
わ
れ
、
牧

水
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
約
五

十
分
間
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
本
年
は
、
町
観
光
協
会
主
催

に
よ
る
鯉
の
稚
魚
の
放
流
が
、
坪
谷

幼
稚
園
児
に
よ
り
行
わ
れ
る
な
ど
、

牧
水
の
六
十
回
忌
に
ふ
さ
わ
し
い
牧

水
祭
と
な
り
ま
し
た
。

▲沼津市牧水記念館副館長上田治史氏による講演

▼坪谷幼稚園児による稚魚の放流

レ
短
歌
入
選
者
の
表
彰

欝
門
島

》
、誌轟

『
錘
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つ、
つ町報と

女
子
の
部
で
二
年
連
続
優
勝

　
　
　
　
　
東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会

郎
・
男
子
F
㎜
m
・
1
3
秒
7
、
鶴
田

久
仁
雄
・
男
子
G
㎜
m
・
1
3
秒
7
、

小
林
英
明
・
男
子
A
走
幅
跳
・
5
m

5
6
、
若
藤
美
紀
・
女
子
A
走
高
跳
・

1
m
1
9
、
井
上
千
回
目
・
女
子
B
砲

丸
投
・
9
m
9
6
、
那
須
英
美
壬
・
女

エ丁

ﾜ
一
二
種
・
…
…
占
…

　
八
月
二
十
八
日
、
門
川
町
海
浜
総

合
公
園
で
第
二
卜
七
回
東
臼
杵
郡
民

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
こ
の
大
会
は
、
郡
民
の
連
帯
と
ス

ポ
t
ツ
の
振
興
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
年
は
郡
内

十
ヶ
町
村
か
ら
選
手
、
役
員
約
八
百

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
町
の
選
手
団
は
、
二
ヶ
月
前
か

ら
練
習
を
重
ね
て
大
会
に
望
ん
だ
結

果
、
女
子
の
部
が
二
年
連
続
優
勝
、

男
子
の
部
が
五
位
、
総
合
で
四
位
と

健
闘
し
ま
し
た
。
、

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
三
位
ま
で
）

〔】

ﾊ
〕
寺
原
卓
三
・
男
子
C
砲
丸

投
・
H
m
1
4
、
小
川
好
美
・
女
子
B

㎜
m
・
1
4
秒
8
、
那
須
文
代
・
女
子

D
㎜
m
・
1
4
秒
8
、
甲
斐
由
美
・
女

子
招
㎜
m
・
2
9
秒
2
、
那
須
則
子
・

小
川
好
美
・
那
須
文
代
・
甲
斐
由
美
・

女
子
姻
m
リ
レ
ー
・
5
6
秒
5

〔
二
位
〕
池
田
平
美
・

　
　
む

男
子
D
O
O
m
・
6
分

　
　
2

21

b
8
、
海
野
修
丁

男
子
D
走
幅
跳
・
5

m
4
8
、
田
辺
英
雄
・

男
子
E
砲
丸
投
・
1
2

m
5
4
、
寺
田
紋
太
郎
・

男
子
G
砲
丸
投
・
1
3

m
5
1
、
甲
斐
由
美
・

女
子
A
㎜
m
・
1
3
秒

8
、
奈
須
ツ
ギ
エ
・

女
子
C
砲
丸
投
・
9

m
4
1
、
吉
田
智
恵
・

川
口
朋
子
・
岩
田
真

貴
・
田
原
．
美
由
紀
・

女
子
中
学
生
柵
m
リ

レ
ー
・
6
少
8

　
　
5
壬
丁

〔
三
位
〕
柳
田
害
竺

税
務
だ
よ
り

　
固
定
資
産
税
の
届
け
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
皆
さ
ん
が
持
っ
て

お
ら
れ
る
土
地
や
家
屋
に
か
か
る
税

金
で
す
。
土
地
に
つ
い
て
は
登
記
簿

が
も
と
に
な
り
ま
す
が
、
台
帳
と
現

況
が
違
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
、
田
や
畑
が
荒
れ

て
山
林
、
原
野
に
な
っ
て
い
る
場
合

な
ど
は
届
け
を
し
な
い
と
高
い
税
金

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
台
帳
と
現
況
が
違
う

場
合
は
、
税
務
課
に
「
現
況
届
」
を

出
し
て
い
た
だ
く
と
、
現
況
に
よ
り

課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

家
屋
に
つ
い
て
も
、
と
り
こ
わ
し
た

り
、
増
改
築
で
異
動
が
あ
っ
た
場
合

に
は
異
動
の
届
け
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
忘
れ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
軽
自
動
車
税
の
届
け
に
つ
い
て

　
近
頃
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
の
所
有

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
バ
イ
ク
を
取

得
す
る
場
合
は
税
務
課
へ
登
録
届
け

を
し
て
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、
売
買

や
買
い
替
え
な
ど
に
よ
り
バ
イ
ク
を

手
離
す
と
き
、
ま
た
は
、
バ
イ
ク
の

所
有
者
が
転
出
す
る
と
き
も
廃
車
届

け
を
し
て
ナ
ン
バ
ー
を
返
還
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
の

廃
車
届
け
が
な
さ
れ
ず
、
ナ
ン
バ
ー

が
返
さ
れ
な
い
た
め
、
い
つ
ま
で
も

税
金
が
か
か
り
滞
納
に
な
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
届
け
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
軽
四
輪
や
自
動
二
輪
に
つ
い
て
は

県
へ
の
登
録
に
な
り
ま
す
が
、
買
い

替
え
の
時
の
名
義
変
更
が
な
さ
れ
ず
、

前
の
車
の
税
金
も
か
か
り
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
て
い
ま
す
。
名
義
変
更
は
業

者
か
ら
し
っ
か
り
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
軽
四
輪
や
自
動
二

輪
な
ど
県
登
録
の
車
を
所
有
し
て
い

る
人
が
転
出
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
税

務
課
へ
異
動
の
届
け
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
税
に
つ
い
て
お

わ
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
や
、
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
税
務
課
へ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ラ

　
　
　
槻

　
　
　
“
　
　
　
9

茎自堕種

、
0

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご相談に応じております

午前9時圏～午後4時40分（車日）

土曜Bは正午まで（第2・第3主曜Elは休みます）

◎専門の相談員が親身になってこ相談に応じます

◎弁護士相談B：毎月第3木曜日午後～時～4時

社団法人日本損害保険協会

宮崎自動車保険請求相談センター

宮崎市広島1－18－13　宮崎第一生命ピル新館5階

　　　　　　　　　　　　宮崎調査事務所内

容0985－28－1199（直通）0985－24－7921

　　電話のご相談もお受けします

、
つ

こ“、
つ

田丁 報　　と5〕昭和63年10月号

　　▼鈴峰園を慰問
　　　～諸塚村文化協会～

　8月27日、諸塚村文化協会からバンド

クラブ、歌謡クラブの会員の皆さん約10

名が、慰問のため町立老人ホーム鈴峰園

を訪れました。

　当日は、約1時間にわたり歌と演奏を

行ない、お年寄りの方々を楽しませてく

れました。

一i〔トi

iピi
り　　　　　　き

i
峯
i

熱

唱

　　　　▲消防操法大会

　　　　　　　～日向支部～

　8月21日、日向消防署で第36回日向支部消防操

法大会が開催されました。

　東郷町からは、小型ポンプ操法の部に第6部（越

表・下渡川、小型積載車の部に本部（役場職員）

が出場し、日頃鍛えた技術を競いました。

6

ム

レ
づ

．
θ
ΨT卿脳㌦曲［堀

「
　
冨

』

、
細
週

　
　
　
～
憲

　
　
齢

　
　
誌
鳥

》
ゐ
諏．

蕩
み

　
ば
ぶ

秘
＼

　▲全国大会出場決定
　　　　　～東郷クラブ～

町内の青年を中心に編成しているソフトボール

ーム東郷クラブは、8月21日高岡町で行われた

2回全日本クラブ男子ソフトボール大会宮崎県

選において優勝し、10月8日から神奈川県相模

市で開催される全国大会に出場することが決ま
］
緩

　剛囚の「

チーム刺

第2回全1

予選にお㌧

原市で開f

りました。

出場選手1

一チ藤井季

吉範、小オ

寺原孝幸、

　　▲老人ホームー日園長
　9月8日、老人ホーム鈴峰園では、町助役が老

人ホームー日園長を務めました。

　これは、県社会福祉協議会が老人ホームの役割、

必要性を広く行政関係者に知ってもらうことを目

的として推進しているもので、当日は、町助役が、

講話や入園者との意見交換などを行ないました。

2
選
市
ま
場
チ
範
原
司

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
寺
健

出場選手は次のとおりです。監督甲斐善重郎、コ

ーチ藤井柳太郎、選手清水昭生、糸平俊一、直野

吉範、小林英明、伊藤勲、若藤公生、長池公一、

寺原孝幸、奈須祐二、関口治喜、都甲忠弘、若杉

健司、マネージャーlll村初美、田村恵美子

尾
鈴
短
歌
会

サ
ロ
ン
パ
ス
の
か
な
文
字
ふ
と
き
空

箱
に
気
付
か
ず
在
り
し
亡
母
の
前
か
け

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

百
年
の
夢
の
大
僑
渡
り
来
し
友
の
詠

草
早
く
読
み
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

脱
ぎ
し
セ
ー
タ
ー
腰
に
巻
き
つ
け
歩

き
て
も
娘
ざ
か
り
ら
格
好
の
良
き

　
　
　
　
　
　
　
矢
野
文
雄

一
日
の
命
な
れ
ど
も
朝
毎
に
絶
え
ず

咲
か
せ
る
ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス
は

　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

夢
に
見
し
瀬
戸
大
橋
を
渡
り
行
く
こ

の
ひ
と
と
き
の
幸
を
思
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄



昭和63年10月号㈲、
つ

こ“、
つ

と報町

★
展
示
室
を
見
る
★

　
展
示
室
は
か
な
り
広
く
、
坪
谷
の
記

念
館
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
、
展

示
物
も
原
稿
、
手
紙
、
は
が
き
、
軸

物
、
写
真
、
書
籍
、
雑
誌
等
が
よ
く

集
め
ら
れ
、
テ
ー
マ
毎
に
配
列
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
特
に
目
を
引
い
た
の
は
、
牧
水
の

書
斉
が
特
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し

た
、
牧
水
が
暖
を
と
っ
た
囲
炉
裏
に

鉄
瓶
が
か
け
ら
れ
、
徳
利
と
盃
も
あ

レ
若
山
牧
水
の
墓

り
ま
す
　
畳
が
四
枚
敷
か
れ
て
い
て
、

牧
水
を
偲
ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ー

ナ
：
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．
墨
痕
鮮
や

か
な
は
が
き
が
一
枚
あ
り
ま
し
た
．

牧
水
の
字
で
、
「
、
モ
モ
ク
イ
ニ
フ
ロ

シ
キ
モ
チ
テ
オ
リ
テ
コ
イ
イ
ソ
ガ
ニ

ヤ
ナ
ク
ナ
ル
ケ
フ
ア
ス
ア
サ
ツ
テ
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
愛
弟
子

鈴
木
秋
汀
に
あ
て
た
も
の
で
、
牧
水

ら
し
さ
が
出
て
い
ま
し
た
。

★
牧
水
歌
碑
★

　
歌
碑
は
記
念
館
西
方
の
モ
本
公
園

内
に
あ
り
、
昭
和
四
年
に
建
立
、
全

国
歌
碑
一
号
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．
歌

は
「
幾
山
河
越
え
さ
り
…
…
」
で
石

は
大
き
く
、
富
十
山
裾
野
よ
り
運
ば

れ
た
も
の
で
す
．
歌
碑
祭
は
九
月
十

七
日
に
行
わ
れ
、
広
い
芝
生
で
多
く

の
人
が
酒
を
⊥
父
し
て
牧
水
を
偲
ぶ
の

だ
そ
う
で
す
．
．
特
に
歌
碑
注
目
が
盛

大
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

★
乗
運
寺
の
牧
水
夫
妻
の
墓
★

　
歌
碑
よ
り
車
で
十
五
分
で
乗
運
寺

に
着
き
ま
す
、
大
き
く
立
派
な
寺
で

す
．
．
山
門
を
入
る
と
す
ぐ
右
側
の
墓

に
「
若
山
牧
水
之
墓
」
と
刻
ま
れ
て

お
り
、
牧
水
と
喜
志
子
夫
人
が
一
緒

に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
墓
前
に
二
本
の
歌
柱
が
建
っ
て
い

ま
す
。
長
男
の
旅
人
さ
ん
が
建
て
た

も
の
で
す
。
右
側
の
歌
柱
に
は
、
「
聞

き
み
つ
っ
た
の
し
き
も
あ
る
か
松

風
の
今
は
夢
と
も
う
つ
つ
と
も
聞
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る
ニ
レ
レ
　

ゆ
」
、
左
の
乱
民
に
は
母
の
歌
「
故
郷

の
赤
石
山
の
ま
し
ろ
雪
わ
が
い
る
春

の
う
み
べ
よ
り
見
ゆ
」
と
あ
り
ま
す
．
、

旅
人
さ
ん
の
親
思
い
の
ゆ
か
し
き
「

面
が
窺
わ
れ
る
の
で
し
た
。

★
香
貫
山
へ
登
る
★

　
延
岡
の
城
山
に
似
た
山
が
沼
津
の

町
は
ず
れ
に
あ
り
ま
す
。
、
牧
水
が
か

っ
て
住
ん
で
い
た
家
も
こ
の
途
中
に

あ
り
、
車
の
上
か
ら
昔
の
井
戸
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
の
頂
に

登
っ
て
み
る
と
、
小
公
園
に
な
っ
て

い
て
沼
津
の
町
や
富
士
山
が
よ
く
見

え
ま
す
。
こ
こ
へ
は
、
牧
水
も
子
供

を
つ
れ
て
よ
く
遊
び
に
来
た
そ
う
で

す
。
「
香
貫
山
い
た
だ
き
に
き
て
吾
子

と
遊
び
久
し
く
お
れ
ば
富
士
晴
れ
に

け
り
」
の
牧
水
歌
碑
が
背
の
高
い
細

長
い
石
に
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
．
南

の
方
を
眺
め
る
と
駿
河
の
海
が
広
々

と
見
え
、
沼
津
の
展
望
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
】
行
は
沼
津
御
用
邸
を

見
学
し
た
後
、
沼
津
に
別
れ
を
告
げ

帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

※
前
号
に
て
、
牧
水
が
昭
和
九
年
に

東
京
か
ら
移
り
住
ん
だ
と
あ
り
ま
し

た
が
、
大
正
九
年
の
誤
り
で
し
た
。

お
佗
び
し
て
訂
正
し
ま
す
．
．

曳
、
「
胃
三
聖
，
風
貰
．
昏
．
ゴ
胃
．
｛
り
尺
蔦
畳
U
，
調
質
～
胃
」
裏
胃
．
冠
■
．
凡
宵
h
ズ
胃
デ
万
瓦
賓
．
〆
兀
膏
‘
兀
　
「
言
　
調
賓
．
，
質
と
昌
　
π
耳
　
，
π
葺
耳
胃
　
匹
胃
　
瓦
可
　
コ
胃
　
こ

八入、

若山牧水・
朕融x×枯煮，v包．Y鳳v

牧
水
の

　　

@
小
説

狐
か
人
か
国

塩
月
儀
市

　
あ
と
か
ら
続
い
て
来
る
四
・
五
人
の

者
も
皆
見
知
り
合
い
の
村
の
者
ど
も

　
　
　
　
　
め
　
ド
の
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
と
ヤ

だ
．
、
見
れ
ば
各
自
に
石
油
錘
の
空
や

金
盟
の
古
や
太
鼓
や
を
提
げ
て
い
る
。

向
う
で
も
私
を
見
て
驚
い
た
．
、
如
何

し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
来
て
い
る
の

　
　
つ
　
　
　
じ

か
、
同
伴
の
者
は
誰
か
な
ど
と
尋
ね

る
。
私
は
叔
母
の
許
に
行
っ
た
帰
り

路
の
こ
と
を
答
え
て
、
お
前
達
は
何

故
そ
ん
な
も
の
を
持
っ
て
こ
ん
な
山

の
中
を
騒
ぎ
廻
っ
て
い
る
か
と
訊
い

た
。
す
る
と
徳
は
笑
い
出
し
た
。

「
希
な
よ
っ
ぽ
づ
お
つ
か
っ
た
ど
・

一
統
ハ
ハ
ハ
（
坊
ち
ゃ
ん
は
唾
恐
し

か
っ
た
で
し
ょ
う
と
い
う
意
）
…
…
」

　
私
も
つ
い
笑
い
出
し
た
が
、
そ
れ

で
も
不
審
は
晴
れ
な
か
っ
た
。
な
お

よ
く
訊
け
ば
こ
う
い
う
訳
な
の
だ
そ

う
だ
。
矢
張
り
私
ど
も
の
村
に
松
蔵

と
い
う
大
工
が
い
た
。
こ
の
男
は
こ

れ
ま
で
に
も
一
、
二
度
神
隠
し
に
会

っ
た
こ
と
の
あ
る
男
だ
が
、
今
度
も

ま
た
神
隠
し
に
合
っ
た
。
以
前
の
こ

と
も
あ
る
の
で
、
「
、
二
日
も
す
れ
ば

帰
っ
て
来
る
だ
ろ
う
と
捨
て
て
置
い

た
と
こ
ろ
、
今
度
は
中
々
帰
っ
て
来
ぬ
。

も
う
今
日
で
四
日
目
に
も
な
っ
て
い

る
の
で
、
村
の
者
も
そ
れ
ぞ
れ
手
分

け
し
て
山
か
ら
山
を
鐘
太
鼓
で
捜
し

て
い
る
の
だ
と
い
う
の
だ
。
な
ア
ン

だ
、
そ
ん
な
事
か
と
私
に
も
恥
由
が

解
っ
て
、
今
度
は
心
か
ら
大
笑
い
を

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
神
隠
し
と
い
う
の
は
矢
張
り
こ
ん

な
山
深
い
所
に
は
よ
く
あ
る
話
で
、

何
と
い
う
理
由
も
な
く
不
意
に
人
が

居
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
　
一
日
か

二
日
で
そ
の
人
は
ま
た
ぼ
ん
や
り
と

村
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
も
あ
り
、
終

に
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
．
帰
っ
て
来
た
者
の
話
を

聞
く
と
、
何
だ
か
大
変
立
派
な
御
殿

の
様
な
所
に
行
っ
て
い
た
と
答
え
る

者
も
あ
り
、
ど
ん
な
所
を
如
何
し
て

来
た
か
、
　
一
向
に
解
か
ら
な
い
と
；
口

う
者
も
あ
っ
た
。
真
実
に
山
に
そ
ん

な
悪
戯
好
き
の
神
様
が
あ
っ
て
す
る

仕
事
か
、
そ
れ
と
も
狐
狸
の
仕
業
か
、

理
由
は
確
と
解
ら
な
か
っ
た
が
、
兎

に
角
度
々
そ
ん
な
事
が
行
わ
れ
て
い

た
。　

だ
か
ら
松
蔵
大
工
が
そ
れ
に
会
っ

た
と
聞
い
て
も
そ
れ
程
驚
き
も
し
な

　
　
　
　
　
　
ば
ロ
ロ
ノ
　
し

か
っ
た
。
い
つ
れ
荘
然
し
て
一
．
・
三
日

う
ち
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
と
子
供
乍

ら
に
も
思
っ
て
い
た
が
、
二
・
三
日

は
愚
か
、
一
月
経
っ
て
も
「
年
経
っ

て
も
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
…
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

た
編
羅
讐
投
稿
い
］

、
つ

こ“、
つ

と報田丁‘
日召イ…［163年10　月　弓

隊
嚇
愈
斡
、

⑫
貧
血
の
話

東
郷
病
院
内
科

　
　
高
橋
弘
憲

　
貧
血
と
は
、
　
＝
言
で
い
え
ば
血
液

中
の
赤
血
球
の
濃
度
が
薄
く
な
っ
た

状
態
で
す
．
．
も
っ
と
詳
し
く
述
べ
れ

ば
、
赤
血
球
の
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

と
い
う
物
体
の
滅
少
や
機
能
低
下
に

よ
っ
て
、
全
身
へ
の
酸
素
の
供
給
が

不
十
分
と
な
っ
た
状
態
で
す
。

　
よ
く
世
間
で
、
立
ち
く
ら
み
を
し

た
り
、
頭
が
フ
ラ
フ
ラ
し
て
気
が
遠

く
な
っ
た
り
し
た
と
き
に
「
貧
血
」

と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
こ
れ

よ
，
脳
虚
血
　
と
い
っ
イ
」
、
動
脈
硬

●貧血が原因で

　　起こりやすい症状

、
Q
こ
、

b

●食欲がない　、‘

辱
日疲れやすい　●イライラする

〔k

k
艦

4
　
　
噸

化
な
ど
で
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る

こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
貧
血
と
は
少

々
異
な
り
ま
す
。

　
で
は
、
貧
血
の
症
状
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
軽
症
な
場
合
は
ほ
と
ん
ど
無
症
状

の
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
進
行

す
る
に
つ
れ
て
ス
タ
ミ
ナ
が
な
く
な

り
、
長
い
作
業
を
し
た
り
、
急
な
坂

を
上
っ
た
り
す
る
と
、
す
ぐ
に
疲
れ

て
し
ま
い
ま
す
．
、
ひ
ど
い
貧
血
で
は
、

日
常
の
動
作
で
も
疲
れ
た
り
、
耳
鳴

り
、
め
ま
い
、
頭
痛
、
食
欲
不
振
を

訴
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
、

さ
ら
に
は
、
貧
血
の
原
因
と
な
っ
て

い
る
疾
患
の
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
貧
血
の
原
因
と
述
べ
ま
し
た
が
、

】
口
に
貧
血
と
言
っ
て
も
、
そ
の
種

類
や
原
因
は
非
常
に
多
彩
で
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
中
に
は
ご
く
珍
し
い
遺
伝

性
の
疾
患
も
あ
り
ま
す
が
、
い
く
つ

か
一
般
的
に
み
ら
れ
る
も
の
を
挙
げ

て
み
ま
し
ょ
う
．
．

　
一
番
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、
鉄
欠

乏
性
貧
血
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
中
の
鉄
分
が
足
り

な
い
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
す
。
極

端
な
偏
食
に
よ
る
鉄
の
摂
取
不
良
や

消
化
管
や
性
器
な
ど
か
ら
の
慢
性
の

出
血
が
原
因
と
な
り
ま
す
。
．
女
陛
で

は
、
月
経
過
多
、
妊
娠
、
授
乳
な
ど

も
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
の
貧
血
の

場
合
、
鉄
剤
を
飲
み
、
体
内
に
ト
分

の
鉄
分
が
貯
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
治
療

を
続
け
る
訳
で
す
が
、
同
時
に
原
因

を
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

時
々
、
潰
瘍
や
消
化
管
の
癌
な
ど
が

原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

東
郷
町
で
は
、
鉤
虫
と
い
う
寄
生
虫

が
少
し
ず
つ
血
液
を
吸
い
と
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
原
因
の
場
合
も
よ
く
み

ら
れ
ま
す
。
駆
除
し
な
け
れ
ば
貧
血

は
殆
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
既
、
葉
酸
な
ど
と
い
っ
た

ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
に
よ
る
貧
血
も
あ
り

ま
す
。
胃
の
大
部
分
を
切
除
し
た
り
、

　
い
つ
も
ア
ル
コ
ー
ル
ば
か
り
飲
ん
で

ま
と
も
な
食
事
を
摂
っ
て
な
か
っ
た

り
し
た
場
合
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
粘
膜
萎
縮
や
白
髪
、
妄
想
な
ど

の
精
神
症
状
、
手
足
な
ど
の
神
経
痛

な
ど
の
症
状
を
み
と
め
ま
す
。
し
ば

ら
く
は
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
の
注
射
を
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
か
ら
、
溶
血
性
貧
血
と
い
っ

て
、
通
常
約
百
二
十
日
あ
る
赤
血
球

の
寿
命
が
短
縮
し
、
早
く
破
壊
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
貧

血
や
、
リ
ウ
マ
チ
、
肝
硬
変
、
慢
性

腎
炎
な
ど
の
慢
性
炎
症
性
疾
患
に
合

併
す
る
貧
血
な
ど
も
存
在
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
の
よ
う
な
成
熟
し

た
赤
血
球
に
問
題
が
あ
っ
て
貧
血
が

き
た
さ
れ
る
場
合
と
異
な
り
、
赤
血

’
球
を
造
る
能
力
の
低
下
が
原
因
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
赤
血
球
、
・
自
血
球
、
血
小
板
な
ど

の
血
液
成
分
は
、
骨
の
奥
の
骨
髄
と

い
う
場
所
で
い
く
つ
も
の
細
胞
分
裂

を
く
り
返
し
成
熟
し
た
血
球
と
な
っ

て
血
液
中
へ
出
て
い
き
ま
す
。
こ
の

骨
髄
が
低
形
成
に
な
る
再
生
不
良
性

貧
血
や
、
悪
性
細
胞
で
占
め
ら
れ
て

し
ま
う
白
血
病
、
骨
髄
腫
、
癌
の
骨

髄
へ
の
転
移
な
ど
の
場
合
に
は
、
著

し
い
造
血
障
害
が
み
ら
れ
ま
す
。
手

遅
れ
に
な
る
と
治
療
さ
え
も
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
医

学
で
は
、
治
療
法
も
薬
剤
も
次
々
と

進
歩
し
て
い
る
た
め
、
根
気
良
く
治

療
を
続
け
れ
ば
治
る
こ
と
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
少
々
難
し
い
話
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
要
す
る
に
貧
血

と
一
言
に
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、

治
療
法
が
一
つ
」
つ
異
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
健
診
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

た
方
や
、
自
分
で
気
に
か
か
る
方
は

早
目
に
御
相
談
く
だ
さ
い
一
、

　
町
立
病
院
で
は
、
貧
血
に
関
し
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
診
断
治
療
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

派
出
所
だ
よ
り

行
楽
期
の

　
　
交
通
事
故
を
一

　
　
　
　
　
　
防
ご
う

　
真
夏
の
暑
苦
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、

］
年
中
で
い
ち
ば
ん
快
適
な
秋
を
迎

え
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
に
伴
い
県
内
外
か
ら
の
車
が
増

加
し
、
観
光
地
を
中
心
に
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
は
楽
し
い
旅
行
を
一
転
し
て

暗
い
も
の
に
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ム
ダ
、
ム
リ
、
ム
ラ
の
な
い
計
画
で

旅
行
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
ド
ラ
イ
ブ
す
る
際
の
準
備

　
O
行
楽
地
ま
で
の
地
理
、
道
路
事

　
情
を
調
べ
て
お
く
こ
と
。

O
長
距
離
運
転
の
際
は
、
交
替
要

員
を
確
保
す
る
こ
と
。

O
前
夜
は
十
分
睡
眠
を
と
り
、
体

調
を
と
と
の
え
て
お
く
こ
と
。

O
出
発
前
に
車
の
点
検
を
忘
れ
な

い
こ
と
。
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人
形
劇

　
　
へ
き
地
講
演

　
　
　
　
～
一
門
小
学
校
～

　
｛
1
4
崎
県
教
職
員
互
助
会
で
は
、
毎

年
文
化
事
業
等
に
接
す
る
機
会
の
少

な
い
地
域
の
児
童
、
生
徒
及
び
一
般

の
方
々
を
対
象
に
人
形
劇
へ
き
地
公

演
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
東
郷
町
で
次
の
と
お

り
公
演
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

粉
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
案

内
し
ま
す
．

▼
日
時
　
1
0
月
8
日
…
…

　
　
　
　
午
前
9
時
～
1
0
時
3
0
分

▼
場
所
　
越
表
小
学
校

▼
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
エ
ぶ
す
　
3
0
分

　
　
②
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
　
4
0
分

　
　
③
入
形
劇
の
お
話
し
　
5
分

▼
料
金
　
大
人
も
子
供
も
一
人
㎜
円

※
鑑
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　
に
越
表
小
学
校
へ
連
絡
し
て
く
だ

　
さ
い
．
．
　
（
智
6
9
1
7
1
0
1
）

国
民
年
金
受
給
者
大
会

　
延
岡
社
会
保
険
事
務
所
主
催
に
よ

る
国
民
年
金
受
給
者
大
会
が
、
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
新
し
く
年
金
受
給

者
に
な
ら
れ
た
皆
様
方
に
相
互
交
流

の
場
を
提
供
し
、
健
康
、
教
養
、
年

金
に
つ
い
て
の
知
識
を
広
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
す
．
、

▼
日
時
　
1
0
月
2
8
日
　
1
3
時
受
付

▼
場
所
　
日
向
市
中
央
公
民
館

▼
対
象
者
　
昭
和
6
3
年
1
月
か
ら
6

　
月
ま
で
の
新
規
裁
定
者

▼
内
容
　
講
演
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
．
、　

詳
し
く
は
、
延
岡
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
昼
0
9
8
2
・
2
1
・
5
4
2
4
）

行
政
桐
談

　
官
公
庁
の
仕
事
は
、
み
な
さ
ん
の

希
望
や
要
望
を
取
り
入
れ
、
適
正
で

平
等
な
行
政
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
時
と
し
て
住
民
の
意
に

そ
わ
な
い
事
が
あ
っ
た
り
、
不
都
合

が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
、

こ
の
よ
う
な
行
政
上
の
苫
情
な
ど
を

相
談
す
る
の
が
「
行
政
相
談
貝
」
の

制
度
で
す
。
相
談
は
、
毎
月
実
施
さ

れ
る
「
定
例
相
談
」
と
、
各
地
を
巡

回
し
て
行
な
う
「
巡
回
相
談
」
が
あ

り
ま
す
．

　
今
月
は
、
定
例
相
談
と
巡
回
相
談

を
次
の
と
お
り
計
画
し
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
．
、

▼
日
時
　
1
0
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

▼
日
時
　
1
0
月
1
9
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
下
渡
川
公
民
館

　
行
政
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
0
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
　
人
権
相
談

　
人
権
に
関
す
る
相
談
を
次
の
と
お

り
受
付
け
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
0
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
人
権
相
談
員

　
　
　
東
郷
町
寺
迫
黒
木
利
松

　
　
　
　
　
　
羽
坂
　
山
本
和
年

　
　
　
　
　
　
仲
深
中
谷
芳
雄

赤
ち
ゃ
ん
・
妊
婦
相
談

▼
期
日
　
1
0
月
2
4
日

▼
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館

▼
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
五
期

町
県
民
税
三
期

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
宮
崎
市
の
中
村
久
利
さ
ん
か
ら

　
（
キ
ミ
子
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

◎
羽
坂
の
寺
原
治
幸
さ
ん
か
ら

　
（
恵
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
田
野
の
小
野
キ
ミ
さ
ん
か
ら

　
（
弘
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
川
ロ
ル
イ
さ
ん
か
ら

　
（
義
美
さ
ん
・
6
4
歳
ご
死
去
）

◎
越
表
の
藤
田
久
さ
ん
か
ら

　
（
シ
マ
さ
ん
・
7
0
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
金
丸
匠
さ
ん
か
ら

　
（
コ
マ
チ
ヱ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
厚
様
の
矢
野
実
義
さ
ん
か
ら

　
（
富
夫
さ
ん
・
4
0
歳
半
死
去
）

◎
佐
土
原
町
の
三
尾
秀
夫
さ
ん
か
ら

　
（
種
子
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）

脅
壱
轡
奪
砂
碓
φ
幽
φ
命
毒
聯
串
勢

赫
輝
籍
蓬
薦
り
軸

　
幽
：
尊
塾
融
、
魯
砂
魯
砂
禽
脅
聯
・
聾
魯

　
　
（
八
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

佐！ 奈「岩1木 畝1林 赤

藤
1
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1
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